













夫 1）、田中　裕美子 1）、上田　宏生 1）、齊藤　毅 1）、
　宮入　育子 2）、大内　邦枝 3）
これまでも皮弁を用いた乳房再建術は保険適応であったが、平成































症例は 34 歳の女性．平成 18 年の夏頃より右側腹部腫瘤に気付
き近医を受診．精査の結果，腹壁リンパ管腫と診断され，10 月
当院に紹介となった．腫瘤は手拳大，弾性軟で可動性は乏し

























【対象と方法】2011 年 4 月から 2014 年 5 月までに当院で、MMT
を施行した 31 例について、完遂率、マンモグラフィ（以下 MMG）
カテゴリーと悪性検出率、合併症につき検討を行った。
【結果】平均年齢 53.9 歳（40 歳から 82 歳）。発見契機は検診 21 例、
乳房違和感 2 例、その他 8 例であった。年別の MMT 実施例は、
2011 年 3 例、2012 年 7 例、2013 年 13 例、2014 年 1-5 月 に 6 例。
カテゴリー別では、Cat-3 が 13 例、Cat-4 が 13 例、Cat-5 が 5 例で
あった。完遂率は29/31(93.5%)、2例は気分不快で検査中止となった。
合併症として、1 例に後出血、1 例で石灰化未採取症例が認められた。
病変採取が可能であった 28 例中、良性 19 例（70.4％）、悪性 8 例
（29.6％）であった。カテゴリー別の悪性の頻度は、Cat-3 で　1/12
（8.3％）（DCIS のみ）、Cat-4 で 3/12（25％）（IDC1 例、DCIS2 例）、

















中切開下弓部置換の後、二期的に TEVAR を行った 2 症例を経験
したため報告する。【症例 1】69 歳男性。2007 年 4 月下行大動脈瘤








弓部瘤に対して TEVAR を行う方針とした。2012 年 9 月上行弓部








58mm であった。2014 年 2 月胸骨正中切開で弓部置換を施行した
（Triplex 28mm 4 分枝付）。その際、TEVAR のランディング確保
目的に、ステップワイズ法で 4 分枝人工血管の末梢側を内反して、
長さ 4cm の elephant trunk を作製した。5 週間後に下行瘤に対し
て TEVAR を施行した（VALIANT 34 34 C 200）。
【まとめ】侵襲を軽減する目的で二期的に手術を行い、良好な経過
がえられた。
